












BiogeographiαI Study on Bivalve-Inhabiting Hyclroi』s(Cnidaria,
Hアdrozoa)in Japan 
Shin区ubota
Abstract In Japanese waters five forms of two species of bivalve-inhabiting hydrozoans are 
parapatrically distributed. Such a distributional pattern may be due, in part, to the influence 
of the warm Kuroshio current at present, but it also suggests that the historical events of spe-

















れている（衣 1.Iヌ11:Kubota. 1992b. 1997. 久保問. 1996参照）．
ti：持の約20年IJにわたる I本全I1tl i(~ ；；！：でのカイヤドリヒドラ類の＇L物地用学的研究結
果をもとに，これまでの械行（久保Il. 1996. 1998a, b: Kubota. 1997）をふまえながら
総説としてまとめた. )JI]えて．なぜ分布の判i;主があるのかその山米についても推察した．
ただし．正式な報；I：例が少ないIY-iI叫.m，：』におけるポリプの記録（Kubota.1987b. 1998b, c) 
およびいまだに↑！？械の乏しい．プランクトンネットびきで得られるクラゲの記録




，司 r l柄支持柄 触手数 傘縁楠のl協に ~l＝.じ 傘の1＇（任（ mm)
の長さ（mm) ［希少例除外］ た糸状体の有J！＼月
｜｜齢 品iJ-(t水ilu't＼＇し）
中間型 。 4 多数 1.5-3.4 
移行型 0.3-1.5 4 or 8 多数 4.8-7.4 
北日本型 0.5-2.4 8 l抵 5.4 -11.1 
南日本型 1.6-4.8 8 多数 9.4-12.2 
(Kubota, 1992b；久保田， 1998c）は本稿では取り扱わない．
材料および方法
:3 -13 18-2:~ 
7 -14 :! l・.2:~ 





















る・南日本型（図 1, A, C）は主として瀬戸内海に分布し，四国の太平洋沿岸に唯1個
体の宿主ムラサキイガイと共生が見られただけである（Kubota,1983）・コノハクラゲの中










• Eugymnanthea japonica カイヤドリヒドラクラゲ・Eutima Japonica コノハクラゲ（北日本型）雲山a必内コノハクラゲ（南日本型）
Eutima Japonica コノハクラゲ（移行型）
A Eutima Japonica コノハクラゲ（中間型）




ドリヒドラクラゲ（ B）；コノハクラゲ 4 型（ C ：南日本型• D：北日本型.E：移行型＇ F：中間型）．
および5型のポリプの地理的分布（ポリプ・クラゲとも大きさのスケールは不同：表1参照）
『『, 
1のがrn.もちろん，コノハクラゲ、の異なる複数の型（図 1, c －~｝.：｛同地肌削
ることはない．全体としては，カイヤドリヒドラ類 2種 5型は側所［19ノJ布parapatricdis 
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